
　
県
鳶
・
土
木
工
業
会
（
山
関
忠
会
長
）
は
11
日
、
２
０
２
５
年
度
通
常
総
会
を
水
戸
市
の

ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸
で
挙
行
し
た
。
当
日
は
委
任
状
含
め
１
０
５
人
が
出
席
。
24
年

度
の
事
業
報
告
や
25
年
度
の
事
業
計
画
案
、収
支
予
算
案
を
審
議
。
全
議
案
が
可
決
さ
れ
た
。

午
後
か
ら
は
会
場
を
移
し
て
懇
親
会
を
実
施
。
多
数
の
来
賓
と
親
睦
を
深
め
た
。

　
不
動
産
売
買
・
交
換
・
賃
貸
・

仲
介
業
務
な
ど
を
手
掛
け
る
芙

蓉
エ
ク
セ
ル
㈱
（
取
手
市
片
町

３
３
０

－

１
、
平
和
田
健
二
代

表
取
締
役
＝
写
真
中
央
右
）
は

こ
の
ほ
ど
、
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
を
活
用
し
、
桜
川
市
（
大

塚
秀
喜
市
長
＝
写
真
中
央
左
）

へ
約
１
０
０
０
万
円
の
寄
附
を

行
っ
た
。
芙
蓉
エ
ク
セ
ル
が
桜

川
市
へ
寄
附
を
行
う
の
は
、
今

回
が
初
と
な
る
。
８
日
に
は
、

桜
川
市
役
所
で
寄
附
贈
呈
式
を

実
施
。
大
塚
市
長
か
ら
は
、
平

和
田
代
表
取
締
役
へ
感
謝
状
が

　
冒
頭
、
参
加
者
全
員
で
物
故

者
に
対
す
る
黙
祷
を
捧
げ
た
。

　
山
関
会
長
は
「
本
日
は
県
土

木
部
検
査
指
導
課
の
担
当
者
の

方
か
ら
歩
掛
の
改
定
に
つ
い
て

情
報
提
供
が
あ
る
。
参
考
に
し

贈
ら
れ
た
。

　
贈
呈
式
に
は
、
平
和
田
代
表

取
締
役
の
ほ
か
、
松
本
邦
成
会

長
（
写
真
左
）、
芙
蓉
リ
ビ
ン

グ
㈱
の
平
和
田
大
輝
代
表
取
締

役
（
写
真
右
）
が
出
席
。

　
平
和
田
健
二
代
表
取
締
役
は

「
私
ど
も
は
取
手
市
に
本
拠
地

を
構
え
て
い
る
が
、
桜
川
市
に

も
深
い
縁
を
持
つ
。
現
在
、
長

方
地
内
で
民
間
の
工
業
団
地
の

事
業
計
画
を
行
っ
て
い
る
。
来

年
度
も
こ
の
よ
う
な
寄
附
が
で

き
る
よ
う
、
社
員
一
同
、
引
き

続
き
邁
進
し
て
い
く
所
存
」
と

て
い
た
だ
き
た
い
。
本
日
の
総

会
の
慎
重
審
議
を
お
願
い
申
し

上
げ
る
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
長
年
の
功
労
を
た
た

え
て
鈴
木
洋
治
氏
、
栗
田
伸
一

氏
、小
沼
正
則
氏
、西
原
広
氏
、

　
つ
く
ば
市
は
幼
稚
園
７
施
設

と
保
育
所
７
施
設
で
フ
ェ
ン
ス

の
改
修
工
事
を
実
施
す
る
。
４

月
25
日
に
設
計
業
務
の
一
般
競

争
入
札
を
執
行
し
、
㈱
ヤ
モ
リ

と
㈱
サ
ム
ラ
イ
ア
ー
キ
テ
ク
ト

が
落
札
。
工
事
も
本
年
度
に
発

注
す
る
予
定
だ
。

　
こ
れ
は
、
園
児
の
抜
け
出
し

を
防
止
す
る
保
育
所
の
フ
ェ
ン

ス
の
高
さ
の
基
準
が
１
・
５
ｍ

以
上
に
改
定
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
現
行
で
基
準
に
満
た
な
い

14
カ
所
で
改
修
工
事
を
実
施
す

る
も
の
。

　
対
象
と
な
る
の
は
幼
稚
園

が
上
郷
幼
稚
園 （
上
郷
２
４
９

９
）、
吾
妻
幼
稚
園 （
吾
妻
２

附
金
を
贈
呈
。
１
日
に
つ
く
ば

み
ら
い
市
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら

れ
た
。
寄
附
金
は
農
業
活
性
化

　
空
調
設
備
更
新
工
事
は
ふ
れ

あ
い
ホ
ー
ル
・
ヘ
ル
パ
ー
室
が

対
象
。
工
期
は
３
カ
月
。
当
初

　
関
東
鳶
工
業
連
合
会
の
大
石

一
雄
会
長
は
「
建
設
業
界
の
環

境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
が
、

　
小
美
玉
市
は
、
四
季
健
幸
館 

浅
美
運
輸
Ｓ
ｐ
ａ
（
四
季
健
康

館
、
部
室
１
１
０
６
）
の
空
調

設
備
更
新
工
事
を
第
１
四
半
期

に
指
名
競
争
入
札
で
発
注
す

る
。
第
２
四
半
期
に
は
駐
車
場

拡
張
整
備
工
事
を
発
注
す
る
ほ

か
、
第
３
四
半
期
に
は
四
季
の

広
場
遊
具
設
置
工
事
の
発
注
を

予
定
し
て
い
る
。

　
四
季
健
幸
館
は
地
域
の
保
健

と
福
祉
の
拠
点
。
一
人
で
も
家

族
や
仲
間
と
訪
れ
て
も
楽
し
め

る
、
生
き
が
い
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て

び
掛
け
た
。

　
田
所
嘉
徳
衆
議
院
議
員
は

「
国
土
強
靭
化
や
イ
ン
フ
ラ
の

老
朽
化
対
策
な
ど
を
進
め
て
い

く
た
め
、
皆
さ
ま
の
役
割
が
ま

す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
る
」

と
期
待
を
込
め
た
。

　
石
川
昭
政
前
衆
議
院
議
員
は

「
技
術
の
継
承
や
手
取
り
の
増

額
、
若
年
入
職
者
の
確
保
な
ど

を
実
現
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
と

連
携
し
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
た

い
」
と
意
気
込
ん
だ
。

　
川
津
隆
県
議
会
議
員
は
「
社

会
の
変
化
に
対
応
す
る
と
同
時

に
、
伝
統
あ
る
技
術
を
継
承
さ

　
小
美
玉
市
は
、
第
６
分
団
機

庫
・
詰
所
等
建
設
工
事
を
第
２

四
半
期
に
一
般
競
争
入
札
で
発

注
す
る
。
当
初
予
算
で
消
防
機

稚
園
（
二
の
宮
４

－

９

－

３
）、

東
幼
稚
園
（
東
２

－

27

－

１
）、

手
代
木
南
幼
稚
園
（
松
代
４

－

16

－

２
）、
桜
南
幼
稚
園 （
並

木
４

－

７

－

４
）。

　
保
育
所
が
上
郷
保
育
所
（
上

郷
２
４
９
９
）、
真
瀬
保
育
所

工
期
は
約
５
カ
月
を
想
定
し
て

い
る
。
議
場
の
面
積
は
、
傍
聴

コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

　
同
社
は
県
西
お
よ
び
県
南
地

区
の
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
製
造

販
売
を
営
み
、
主
に
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規

格
の
レ
デ
ィ
ー
ミ
ク
ス
ト
コ
ン

ク
リ
ー
ト
、
国
土
交
通
大
臣
認

定
の
高
強
度
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

製
造
、
販
売
し
て
い
る
。
そ
の

ほ
か
、
再
生
骨
材
や
一
般
建
築

資
材
の
製
造
販
売
も
行
っ
て
い

基
）
は
第
３
四
半
期
に
一
般
競

争
入
札
で
発
注
す
る
。
事
業
費

は
１
９
１
５
万
６
０
０
０
円
。

工
期
は
２
カ
月
。
工
事
種
別
は

土
木
。

　
な
お
、
市
公
共
施
設
建
築
物

系
個
別
施
設
計
画
で
は
、
２
０

３
１
～
40
年
に
建
物
の
長
寿
命

化
改
修
を
実
施
す
る
と
し
て
い

る
。

　
そ
の
後
は
杉
山
英
夫
名
誉
会

長
の
発
声
で
乾
杯
。
和
や
か
に

歓
談
し
た
。

コ
メ
ン
ト
し
た
。

　
大
塚
市
長
は
「
こ
の
た
び
は

Ｉ
Ｃ
周
辺
地
区
開
発
整
備
事
業

へ
お
力
添
え
を
賜
り
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
る
。
い
た
だ
い
た

寄
附
を
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
関
連
施
策
を
さ
ら
に

加
速
さ
せ
て
い
く
。
ご
厚
意
に

感
謝
申
し
上
げ
、
皆
様
の
ま
す

ま
す
の
ご
発
展
を
祈
念
申
し
上

げ
る
」
と
述
べ
た
。

　
今
回
の
寄
附
に
つ
い
て
は
、

桜
川
筑
西
Ｉ
Ｃ
周
辺
地
区
開
発

整
備
事
業
に
活
用
さ
れ
る
と
の

こ
と
。

菊
池
善
之
氏
を
表
彰
し
た
。

　
そ
の
後
は
議
長
に
反
町
雅
幸

副
会
長
、
副
議
長
に
大
木
孝
之

副
会
長
を
選
出
し
て
事
業
計
画

案
な
ど
の
議
案
を
審
議
。
全
て

の
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。
議
事

終
了
後
、
県
検
査
指
導
課
の
宮

永
慎
也
課
長
補
佐
が
公
共
工
事

の
積
算
基
準
に
つ
い
て
解
説
し

た
。

　
懇
親
会
で
は
、
冒
頭
に
土
浦

鳶
職
組
合
に
よ
る
祝
い
木
遣
り

が
披
露
さ
れ
た
。

　
山
関
会
長
は
「
物
価
高
騰
や

週
休
二
日
制
の
導
入
な
ど
、
専

門
工
事
業
を
取
り
巻
く
状
況
は

厳
し
い
が
、
皆
さ
ま
の
お
力
を

お
借
り
し
な
が
ら
ひ
と
つ
ひ
と

つ
ク
リ
ア
し
て
ま
い
り
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。

　
来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
大
竹
真

貴
県
産
業
戦
略
部
長
が
「
若
者

に
も
の
づ
く
り
の
現
場
に
入
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
は
職
業
選

択
の
前
か
ら
意
識
を
醸
成
す
る

こ
と
が
大
切
。
技
能
を
持
っ
た

方
が
尊
敬
さ
れ
る
社
会
に
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
」と
述
べ
た
。

　
葉
梨
康
弘
衆
議
院
議
員
は

「
国
民
か
ら
し
っ
か
り
と
安
心

感
と
信
頼
感
を
取
り
戻
し
、
皆

さ
ま
と
一
緒
に
日
本
の
景
気
を

良
く
し
て
ま
い
り
た
い
」
と
呼

　
那
珂
市
は
、
本
庁
舎
（
福
田

１
８
１
９

－

５
）
２
階
の
議
場

照
明
改
修
工
事
を
実
施
す
る
。

本
年
度
当
初
予
算
で
は
、
工
事

請
負
費
と
し
て
７
９
２
万
円
を

計
上
。
指
名
競
争
入
札
で
６
月

末
の
発
注
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
議
場
に
設
置
さ
れ
て
い
る
照

明
に
つ
い
て
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に

改
修
す
る
工
事
を
行
う
。
工
事

概
要
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
48
台
。

－

12
）、
竹
園
西
幼
稚
園
（
竹

園
１

－

15

－

２
）、
二
の
宮
幼

事
業
に
活
用
さ
れ
る
。
同
社
は

「
つ
く
ば
み
ら
い
市
の
地
域
活

性
化
に
役
立
て
た
ら
幸
い
」
と

予
算
で
は
事
業
費
７
７
５
万
円

を
配
分
。

　
駐
車
場
拡
張
整
備
工
事
（
Ａ

１
２
０
０
㎡
）
の
事
業
費
は
１

０
０
０
万
円
。
工
事
種
別
は
土

木
。
工
期
は
２
カ
月
。
発
注
方

法
は
指
名
競
争
入
札
を
想
定
し

て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
四
季
の
広
場
遊

具
設
置
工
事
（
遊
具
設
置
Ｎ
３

杉
山
前
会
長
が
推
進
し
た
事
業

を
引
き
続
き
進
め
て
ま
い
り
た

い
」
と
祝
辞
。

　
ア
カ
ギ
建
材
生
コ
ン
㈱
（
筑

西
市
、赤
城
一
義
代
表
取
締
役
）

は
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活

用
し
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
に
寄

い
る
。
建
物
は
１
９
９
５
年
度

建
築
で
、
Ｒ
Ｃ
造
延
べ
面
積
２

８
６
８
・
８
㎡

れ
て
い
る
皆
さ
ま
の
た
め
、
こ

れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
力
を
込
め
た
。

庫
新
築
工
事
に
７
４
８
７
万
７

０
０
０
円
を
計
上
し
て
い
る
。

　
建
設
場
所
は
小
川
１
６
４
９

の
一
部
。
敷
地
面
積
約
６
０
０

（
真
瀬
５
８
２

－

１
）、
吾
妻

保
育
所
（
吾
妻
２

－

５

－

４
）、

竹
園
保
育
所
（
竹
園
３

－

18

－

１
）、
並
木
保
育
所
（
並
木
４

－

２

－

３
）、
二
の
宮
保
育
所

（
二
の
宮
４

－

９

－

１
）、
桜
南

保
育
所
（
並
木
４

－

７

－

１
）。

席
を
含
め
て
約
１
３
５
㎡
。

　
な
お
本
年
度
は
、
本
庁
舎
改

修
事
業
と
し
て
ほ
か
に
外
壁
等

改
修
工
事
を
予
定
。
第
２
四
半

期
に
一
般
競
争
入
札
で
発
注
を

行
う
計
画
だ
。

る
。

　
同
社
の
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は

戸
建
住
宅
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の

住
居
用
途
や
倉
庫
、
工
場
等
の

工
業
用
途
、
公
共
の
土
木
、
建

築
工
事
に
用
い
ら
れ
建
築
資
材

商
社
、
地
域
建
築
事
業
者
、
ゼ

ネ
コ
ン
、
茨
城
県
南
部
生
コ
ン

ク
リ
ー
ト
協
同
組
合
等
の
組
合

を
通
じ
て
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　
茨
城
町
は
木
造
住
宅
の
耐
震

化
を
支
援
す
る
た
め
、
耐
震
診

断
の
一
部
補
助
を
行
う
。
申
込

期
間
は
６
月
２
日
～
10
月
31

日
。
先
着
２
件
（
自
己
負
担
額

２
０
０
０
円
）。

　
対
象
と
な
る
住
宅
の
条
件

　
北
茨
城
市
は
、
十
石
堀
親
水

公
園（
中
郷
町
松
井
１
９
４
７
）

の
駐
車
場
舗
装
工
事
を
実
施
す

る
。
本
年
度
当
初
予
算
案
で
は

事
業
費
と
し
て
、
９
０
４
万
２

０
０
０
円
を
計
上
。
早
け
れ
ば

５
月
下
旬
に
一
般
競
争
入
札
で

の
発
注
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産

「
十
石
堀
」
へ
の
来
訪
者
環
境

整
備
の
た
め
、
駐
車
場
の
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
工
事
を
実
施
す

る
。
現
在
は
砕
石
駐
車
場
と

な
っ
て
お
り
、
工
事
概
要
は
表

㎡
。
規
模
は
建
築
延
べ
面
積
１

３
７
㎡
を
想
定
。
工
期
は
８
カ

月
間
を
見
込
ん
で
い
る
。
実
施

設
計
は
㈱
友
水
設
計
が
担
当
。

　
第
６
分
団
の
担
当
地
区
は
本

田
町
・
中
田
宿
・
大
町
・
川
岸
・

横
町
・
橋
向
・
坂
上
・
坂
下
・

二
本
松
・
下
馬
場
・
小
塙
。

　
県
は
２
０
２
４
年
度
の
茨
城

空
港
旅
客
数
に
つ
い
て
、
過
去

最
多
の
約
78
万
人
と
な
っ
た
と

発
表
し
た
。
23
年
度
か
ら
は
約

２
万
８
０
０
０
人
増
。

　
国
内
線
は
旅
客
需
要
の
回
復

も
あ
り
、
過
去
最
多
の
旅
客
数

（
70
万
９
９
２
８
人
）
と
な
り
、

対
前
年
度
比
１
０
１
・
４
％
と

な
っ
た
。

　
ま
た
、国
際
線
に
つ
い
て
は
、

上
海
便（
中
国
）や
チ
ョ
ン
ジ
ュ

便
（
韓
国
）
な
ど
の
運
航
に
よ

り
、対
前
年
度
比
１
３
７・０
％

と
な
っ
た
。

　
茨
城
空
港
は
２
０
１
０
年
３

月
11
日
に
開
港
。
19
年
度
に
は

過
去
最
多
の
旅
客
数
77
万
６
０

０
２
人
と
な
り
、
24
年
度
は
そ

れ
を
上
回
る
77
万
６
０
６
３
人

を
記
録
し
た
。

は
、
町
内
に
あ
る
一
戸
建
て
の

木
造
住
宅
ま
た
は
店
舗
等
併
用

住
宅
、
階
数
が
２
階
以
下
か
つ

延
べ
床
面
積
が
30
㎡
以
上
の
も

の
、
１
９
８
１
年
５
月
31
日
以

前
に
適
法
に
着
工
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
な
ど
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
都
市
整
備

課
（
電
話
０
２
９

－

２
９
２

－

１
１
１
１
、
内
線
１
５
２
、
１

５
３
）。

層
工
１
７
０
０
㎡
。
工
期
は
約

３
カ
月
を
想
定
し
て
い
る
。

　
下
妻
市
は
、
木
造
住
宅
の
耐

震
改
修
（
設
計
、
工
事
）
に
関

す
る
費
用
助
成
を
行
う
。
申
込

期
間
は
５
月
26
日
か
ら
10
月
24

日
ま
で
。
改
修
設
計
の
場
合
は

費
用
の
３
分
の
１
（
限
度
額
10

万
円
）、
改
修
工
事
の
場
合
は

費
用
の
３
分
の
１
（
限
度
額
30

万
円
）
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
予
定
件
数
は
１
件
。
原
則
、

先
着
順
と
し
て
い
る
。

　
対
象
住
宅
の
主
な
要
件
は
、

１
９
８
１
年
５
月
31
日
以
前
に

建
築
確
認
を
受
け
て
い
る
木
造

住
宅
、
地
上
階
数
が
２
以
下
な

ど
、
こ
の
ほ
か
全
て
に
該
当
す

る
住
宅
の
み
対
象
と
な
る
。

　
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
建
設
課
に
提
出
す

る
。

　
問
い
合
わ
せ
先
は
建
設
課

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
９
６

－

43

－

１

１
１
１
、
内
線
２
４
３
１
・
２

４
３
２
）
ま
で
。

　
十
石
堀
は
、
農
民
自
ら
の
発

意
と
計
画
に
よ
り
１
６
６
９
年

に
建
設
さ
れ
た
約
15
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
用
水
施
設
。
親
水
公
園

は
十
石
堀
の
お
よ
そ
中
央
に
あ

り
、
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
る
。

［
本　
課
］

午
前

午
後

（
○
＝
在
庁　
●
＝
不
在
）

［
出　
先
］

午
前

午
後

県
土
木
部
・
幹
部

き
ょ
う
の
動
向

水
戸
土
木
所
長

常
陸
大
宮
土
木
所
長

大
子
工
務
所
長

潮
来
土
木
所
長

土
浦
土
木
所
長

筑
西
土
木
所
長

常
陸
太
田
工
事
所
長

高
萩
工
事
所
長

鉾
田
工
事
所
長

竜
ケ
崎
工
事
所
長

常
総
工
事
所
長

境
工
事
所
長

○○○○○○○○○●○○

○○○○○○○○○●○○

部
長

次
長

次
長
兼
総
括
技
監

都
市
局
長

港
湾
振
興
監

企
画
室
長

監
理
課
長

用
地
課
長

検
査
指
導
課
長

道
路
建
設
課
長

道
路
維
持
課
長

河
川
課
長

港
湾
課
長

営
繕
課
長

都
市
計
画
課
長

都
市
整
備
課
長

下
水
道
課
長

建
築
指
導
課
長

住
宅
課
長

●○○○○○○○○●○○○○○○○○○

●○○○○○○○○○○○○○○○○○○

安
心
で
最
適
な
ホ
ー
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

安
心
で
最
適
な
ホ
ー
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

本
社 

〒
３
１
０

－

０
８
０
３
　
茨
城
県
水
戸
市
城
南
１
丁
目
６
番
９
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
２
９（
３
０
０
）３
５
１
１
㈹
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
９（
３
０
０
）７
１
６
０

宮永県検査指導課課長補佐 大石関東鳶工業連合会長 川津県議会議員 石川前衆議院議員

田所衆議院議員 葉梨衆議院議員 大竹県産業戦略部長 山関会長

県鳶・土木工業会

定
時
総
会 

事
業
計
画
案
な
　
　
ど

全
議
案
可
決

力
合
わ
せ
て
課
題
解
決

芙蓉エクセル

桜
川
市
へ
1000
万
寄
附

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
活
用

早
け
れ
ば
５
月
下
旬
に
発
注

親
水
公
園
駐
車
場
舗
装

北茨城市

５
月
26
日
よ
り
申
込
開
始

耐
震
改
修
費
用
を
助
成

下 妻 市

木
造
住
宅
耐
震
化

診
断
費
用
を
補
助

《
茨
城
町
》

茨
城
空
港
旅
客
数

過
去
最
多
78
万
人

《
茨
城
県
》

２
四
半
期
に
一
般
競
争

第
６
分
団
機
庫
建
設
へ

小美玉市

アカギ建材生コン

つ
く
ば
み
ら
い
市
に
寄
附

農
業
活
性
化
事
業
で
活
用

懇
親
会
で
交
流
深
め
る

小美玉市

空
調
更
新
を
１
四
半
期

四 

季

健
康
館

駐
車
場
拡
張
な　
　

ど

も
順
次

議
場
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改
修

６
月
末
ご
　
　
ろ

指
名
発
注

那 珂 市

幼
保
施
設
14
カ
所
対
象

フ
ェ
ン
ス
の
改
修
工
事

つくば市
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